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水
田
利
用
再
編
対
策

　
　
　
　
　
　
　
第
二
期
実
施
に
あ
た

　
中
里
村
の
今
年
の
転
作
目
標
面
積
は

八
三
・
九
肱
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、

九
六
・
五
肱
の
実
施
で
一
一
五
％
の
転

作
達
成
率
と
な
り
ま
し
た
。

　
農
業
を
め
ぐ
る
厳
し
い
環
境
の
中
で

の
御
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
さ
て
、
国
は
第
一
期
に
引
き
続
き
、

第
二
期
対
策
と
し
て
56

～
58
年
の
三
ケ

年
間
、
六
十
七
万
七
千
肋
を
毎
年
転
作

す
る
と
の
方
針
を
決
定
し
、
各
県
配
分

一
月
の
休
日
救
急
医

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
っ
て

を
行
な
い
ま
し
た
。

　
そ
れ
に
よ
る
と
、
新
潟
県
分
は
、
今

年
の
冷
害
分
を
控
除
し
た
二
万
四
千
二

百
肱
で
、
昨
年
の
約
四
四
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。
57
～
58
年
に
は
二
万
五
千
三

十
肱
と
な
り
、
約
五
十
％
増
と
な
り
ま

す
。
県
は
12
月
2
2
日
の
市
町
村
長
会
議

に
お
い
て
市
町
村
配
分
を
行
な
う
予
定

で
す
が
、
昨
年
の
五
十
％
増
と
な
る
と

中
里
村
に
は
約
百
二
十
加
配
分
と
な
り

こ
れ
は
上
山
、
市
之
越
、
朴
木
沢
、
白

羽
毛
台
地
の
全
田
面
積
に
匹
敵
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
51
年
冷
害
に
続
く
冷
害
と
い
う
追
い
う

ち
の
な
か
、
大
変
に
厳
し
い
転
作
目
標
面

積
の
指
示
と
な
り
、
村
と
し
て
も
苦
し
い

立
場
に
立
っ
て
い
ま
す
が
、
何
分
と
も
皆

様
の
御
協
力
を
お
願
い
す
る
次
第
で
す
。

　
尚
、
国
で
作
成
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
皆
さ
ん
に
お
届
け
し
ま
す
の
で
、
年

末
年
始
の
お
忙
し
い
折
で
す
が
、
一
読

下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

人
◎
産
　
声

　
氏
　
名

大
島
基
予
子

南
雲
宏
司

大
口
　
洋
子

井
ノ
川
雅
史

南
雲
浩
男

富
井
美
奈
子

樋
口
久
仁
子

齋
喜
秀
徳

生
往
来

利　秀久重袈忠正父
　仁　　　 裟　　 の

栄一雄幸市行平名

部
落

芋
川
新
田

堀
之
内

小
　
原

如
来
寺

芋
川

市
之
越

朴
木
沢

倉
俣

一
月
一
日
㈲

大
島
医
院
　
川
原
町

　
　
圃
二
－
二
九
五
七

二
日
働

山
口
医
院
軒
蜂
通
り

　
　
圃
五
－
二
〇
〇
三

三
日
㈹

千
手
診
療
所
酬
姻
朋

　
　
圃
八
－
二
〇
三
四

四
日
㈲

水
沢
診
療
所
土
市
第
三

　
　
圃
八
－
二
〇
三
九

上
村
病
院
　
田
中

　
　
㈲
二
二
一

二
日
㈲

至
誠
堂
医
院
西
浦
町
東

　
　
㈲
二
⊥
二
二
七
六

　
一
青
因

成
人
の
日

池
田
医
院
　
本
町
西
一

　
　
圃
二
ー
二
五
八
一

一
八
日
㈲

山
口
医
院
　
袋
町
中

　
　
㈲
二
⊥
二
七
四

津
南
病
院
　
大
割
野

　
　
圃
五
⊥
三
六
一

二
青
㈲

富
田
医
院
　
神
明
町

　
　
圃
二
⊥
二
二
六
九

上
村
病
院
は
救
急
指
定
病
院
で
す
。

蝋
八
の
い
の
ち
遊
ば
す
詠
歌
講

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
深
雪

除
雪
具
に
蝋
ぬ
っ
て
い
る
軒
小
春

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鳴
　
石

ふ
と
覚
め
し
夢
の
幾
夜
か
吊
し
柿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貴
久
子

鎌
疵
も
癒
え
ず
出
稼
ぐ
過
疎
の
秋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
玉
　
泉

赤
子
泣
き
や
ま
ず
初
冬
の
手
暗
が
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
　
泉

小
春
日
や
野
菜
早
採
り
し
た
を
悔
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
援
雪

彩
雨
か
む
れ
ば
胸
に
い
き
い
き
お
六
櫛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
涼
　
子

た
ま
さ
か
に
野
地
の
人
影
虎
落
留

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岳
城

秋
空
や
日
暮
黒
雲
金
屏
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
芒
　
月

落
葉
し
て
あ
た
り
明
る
き
た
た
ず
ま
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
海
人

蓮
根
掘
る
手
元
に
遊
ぶ
枯
葉
舟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
独
　
山

作
業
衣
の
胸
ふ
く
よ
か
し
赤
い
羽
根

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
栄
　
山

星
屑
に
托
す
や
す
ら
ぎ
枯
の
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
　
ウ

ひ
と
年
の
憂
さ
も
疲
れ
も
温
泉
に
流
し

中
里
文
芸
十
二
月
投
稿

　
　
　
　
　
生
く
を
喜
び
年
の
暮
待
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
ノ
川
玉
治

動
か
ら
静
へ
う
つ
り
し
野
山
は
残
照
に

　
　
映
え
て
鐘
の
音
吸
わ
れ
ゆ
き
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
斎
　
子

へ
た
だ
け
を
残
し
て
立
て
る
柿
の
木
に

　
　
　
　
淡
い
初
雪
か
か
り
て
や
さ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
田
タ
マ
子

磐
梯
は
雪
冠
き
つ
つ
紅
葉
燃
ゆ

　
　
　
　
心
足
ら
へ
り
子
に
逢
ふ
旅
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
美
紗

雪
囲
い
父
の
遺
愛
の
五
葉
松
を

　
　
　
囲
い
終
り
て
お
茶
を
す
・
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
　
ケ
ン

微
震
過
ぎ
離
れ
お
る
子
を
偲
ぶ
夜
半

　
　
　
し
ぐ
れ
の
音
を
長
く
聞
き
入
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
滝
沢
　
ノ
ブ

ボ
ス
猿
に
餌
を
と
ら
れ
る
幼
な
き
を

　
　
　
　
　
庇
う
も
あ
り
て
深
し
絆
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
田
真
津

云
ふ
べ
き
か

　
　
云
わ
ざ
る
べ
き
か
行
く
雲
に

　
　
　
　
　
人
の
心
の
計
り
が
た
き
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
か
は
し

名
も
知
れ
ぬ

　
　
花
に
み
と
れ
て
摘
み
来
し
と

　
　
　
　
義
父
の
御
魂
に
友
は
捧
ぐ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
涌
井
　
タ
カ

◎
高
砂

瀟
酸
難

藩
瀦
韓

瀟
鵬
健
肝

瀟
酬
久
礪

瀟
晶
鞍

藩
麟
恵
揃

瀟
罫
讐

編
鑓
融

藩
網
靱

◎
昇
天

　
氏
名
　
　
年
令

鈴
木
　
ミ
ネ
　
　
　
（
八
七
）

川
田
　
数
馬
　
　
　
（
七
五
）

山
田
　
ト
ヨ
　
　
（
八
O
）

鈴
木
　
ユ
キ
　
　
　
（
八
O
）

八一三八六四六一二五四九一六三〇二四
十芋如十十堀川荒上高十小津上朴通十角
日　来日日之西　　道日　南　木り日
町沢寺町町内町屋山山町出町山沢山町間

角清荒芋部
　田
間山屋川落

　
冬
場
は
、
火
気
を
使
用
す
る
事
が
多

く
、
し
か
も
、
冬
囲
い
で
避
難
口
が
少

な
い
な
ど
の
事
か
ら
大
き
な
火
災
が
発

生
し
や
す
い
時
期
で
す
。

　
ひ
と
り
ひ
と
り
が
気
を
つ
け
て
火
災

事
故
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。
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人　口 7，180（一1）

男 3，559（±0）

女 3，621（一1）
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今年の初雪は、昨年より3日遅れたものの、14日

　の夜から降り出した雪が、16日には役場附近で

　　46cmもつもり、初雪としてはめずらしいミ大

　　　雪ミとなりました。

　　ふいに訪れた冬将軍には子供達もびっくり？

　高学年を先頭に、集団登校する小学生の列が冬

の風情をかもし出していました。
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「
働
学
の
碑
」
を
建
立

　
　
　
定
時
制
田
沢
分
校
閉
校
記
念
事
業

　
昭
和
二
十
五
年
七
月
一
日
に
田
沢
分

室
と
し
て
開
校
、
翌
、
一
レ
六
年
四
月
一

日
に
は
分
校
に
昇
格
し
た
十
日
町
高
等

学
校
定
時
制
田
沢
分
校
が
来
年
の
』
一
月

．
．
一
卜
一
日
を
も
っ
て
閉
校
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
昭
和
四
十
九
年
に
は
入
学
生
が
ト
九

名
に
達
し
、
八
年
ぶ
り
に
生
徒
数
が
前

年
度
を
L
ま
わ
っ
て
関
係
者
を
ほ
っ
と

さ
せ
る
な
ど
、
か
つ
て
は
百
名
を
こ
え

る
生
徒
が
学
ん
で
い
た
こ
と
の
あ
る
田

沢
分
校
も
、
現
在
は
四
年
生
が
三
人
在

籍
し
て
い
る
だ
け
と
な
り
ま
し
た
。

　
昭
和
、
．
十
七
年
に
第
一
回
卒
業
生
を

出
し
て
以
来
、
閉
校
ま
で
に
五
、
．
互
名

の
卒
業
生
を
世
に
送
り
幽
す
こ
と
に
な

っ
た
同
校
の
足
跡
を
後
世
に
残
そ
う
と

卒
業
生
が
中
心
と
な
っ
て
閉
校
記
念
事

業
実
行
委
員
会
を
組
織
、
最
初
の
事
業

と
し
て
記
念
碑
の
除
幕
式
が
十
二
月
十

三
日
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
田
沢
中
学
校
の
校
門
わ
き
に
建
て
ら

れ
た
記
念
碑
に
は
、
十
日
肛
口
同
校
の
板
担

場
校
長
先
生
の
揮
毫
に
よ
る
「
働
学
の
分

碑
」
の
文
字
が
き
ざ
ま
れ
て
い
ま
す
。
域

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地

同
委
員
会
で
は
来
年
三
月
末
に
は
記
当

念
式
典
を
挙
行
す
る
ほ
か
、
近
い
う
ち
担

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
員

に
記
念
誌
を
発
刊
す
る
こ
と
に
し
て
い
委

ま
す
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生

新
民
生
委
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た

　
十
二
月
一
日
の
民
生
委
員
一
斉
改
選

に
よ
り
、
次
の
方
々
が
選
任
さ
れ
ま
し

た
。　

老
人
福
祉
問
題
、
低
所
得
者
（
要
生

活
保
護
）
問
題
、
母
子
福
祉
問
題
、
児

童
福
祉
問
題
、
心
身
障
害
（
者
）
問
題

各
種
施
設
へ
の
入
所
等
の
件
で
相
談
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
地
区
担
当
民
生
委
員

の
方
に
ご
連
絡
下
さ
い
。

民

部　落 氏　　　名 電　話 担　　当　　地　　区

芋　沢 大　島　常　助 十日町18）
3　1　95

芋沢・田沢・東田沢

如来寺 竹　藤　邦　吉 2331 如来寺・豊里

桂 山　本　ケ　ン 2407 1二山・桂

田　中 広　田　定　一 2601 田中・小原・干溝

荒　屋 服　部　ネ　ン 5257 山崎・通り山・荒屋

朴木沢 樋　口　源二郎 2681 高道山・朴木沢・朴木沢新田
き梗原

程　島 南　雲　作重良 2361 白羽毛・鷹羽・市之越・程島

東田尻 清　滝　和　雄 8274 東田尻・西田尻・西方

小　出 山　本　荘　平 8713 小出・葎沢・角間

L　倉 山　田　範　茂 8143 土倉・倉下

芋　川 南　雲　フミヨ 2259 芋川・芋川新田・原町

倉　俣 斎　喜　正　甫 2519 倉俣・新里

重　地 鈴　木　源　平 8587 重　地

清田山 山　田　栄　… 8796 清田山・下山

田　代 滝　沢　栄　春 8773 田　代

宮　中 高　橋　ヨ　ネ 2559 宮　中

本屋敷 中　島　久　助 7373 堀ノ内・小沢

新屋敷 安　部　ヨキ井 7318 新屋敷・本屋敷

昭
和
六
十
年
度
刊
行
完
了
予
定

　
　
　
　
中
里
村
史
編
纂
事
業
の
う
ご
き

　
中
里
村
創
立
二
十
周
年
の
記
念
事
業

と
し
て
、
去
る
昭
和
五
十
二
年
に
手
が

け
ら
れ
た
も
の
の
、
諸
般
の
事
情
に
よ

り
中
断
さ
れ
て
い
た
中
里
村
史
の
編
纂

事
業
が
来
年
度
か
ら
本
格
的
に
再
開
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
村
史
の
編
纂
事
業
は
、
先
史
時
代
か

ら
現
代
に
至
る
ま
で
の
村
の
あ
ゆ
み
を

平
易
に
記
述
し
、
広
く
一
般
に
中
里
村

の
歴
史
を
理
解
し
て
も
ら
い
、
村
民
の

愛
郷
心
を
養
い
中
里
村
発
展
の
指
針
と

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
な
わ
れ
る

も
の
で
す
。
村
史
の
編
纂
に
当
っ
て
は
、

記
述
の
態
度
は
民
衆
の
側
に
お
き
表
現

は
わ
か
り
易
く
、
写
真
、
図
版
、
統
計

資
料
等
を
で
き
る
だ
け
多
く
収
録
し

て
村
民
に
親
し
ま
れ
る
も
の
と
す
る
方

針
で
、
昭
和
六
十
年
度
ま
で
に
は
編
纂

及
び
刊
行
を
完
了
し
た
い
と
し
て
い
ま

す
。

　
上
村
村
長
を
会
長
と
し
て
十
六
名
で

構
成
さ
れ
る
編
纂
委
員
会
や
実
際
の
調

査
、
執
筆
に
あ
た
る
九
名
の
専
門
委
員

の
方
々
も
今
年
中
に
す
で
に
数
度
の
会

議
を
重
ね
た
り
、
実
際
の
調
査
活
動
を

展
開
し
た
り
し
て
い
ま
す
が
、
更
に
来

年
度
か
ら
は
村
史
編
纂
室
を
設
置
し
、

専
任
担
当
者
を
配
置
し
て
本
格
的
な
編

纂
活
動
を
す
す
め
る
こ
と
に
な
っ
た
も

の
で
す
。

　
専
門
委
員
の
調
査
に
際
し
て
の
協
力

を
は
じ
め
、
手
持
ち
資
料
の
提
供
等
に

つ
い
て
村
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
調
査
、
執
筆
に
あ
た
る
専
門
委
員
は

次
の
方
々
で
す
。
　
（
敬
称
略
）

総
括
監
修
者

　
竹
内
　
道
雄
（
長
岡
工
専
教
授
）

中
世
担
当

　
佐
野
　
良
吉
（
十
日
町

　
　
　
　
　
　
　
　
織
物
組
合
専
務
）

近
世
担
当

　
剣
持
　
利
夫
（
上
越
教
育
事
務
所
）

　
須
藤
　
重
夫
（
津
南
中
学
校
教
頭
〉

民
俗
担
当

　
多
田
　
　
滋
（
十
日
町

　
　
　
　
　
　
　
　
実
業
高
校
教
諭
）

近
現
代
担
当

　
小
柳
　
定
夫
（
民
俗
学
会
々
員
）

上
代
担
当

　
仲
林
　
素
司
（
薬
剤
師
）

地
質
担
当

　
中
沢
　
克
己
（
田
沢
中
学
校
教
諭
）

考
古
担
当

　
石
沢
　
寅
二
（
考
古
学
会
々
員
）

昭和55年12月25日発行（昭和37年6月27日第三種郵便物認可）ll”1”IIll“”第293号
なかさと

1
除
雪
作
業
に
ご
協
力
を
1

冬
期
除
、
圧
雪
計
画
ま
と
ま
る

昭和55年度冬期除・圧雪路線計画図

　　　　　　　　　　　　（中里村）

○村営住宅

○児童館

○干溝

傭
禽
灘

斗
Ω
，

卍
堀之内

本屋敷

新屋敷

桂

瀬

階
嫡
菩
断
薩
・
サ
｛
、
朗
、
；
嵩
H
稿
蚤
諮

㊦

○
山崎

　⑦

田中○

猫　鯵

1竜

芋
沢

（一
荒屋

至
津
南
町

芋
川
新
田

　　　　　　新　　　原
　　　　　　里　　　町
　文
一劃＼倉俣蕃
田代　　　　　　　　般脳中襯齢田雌醐線

　　下　重地　＼　一

　　清田山
蝉o西方　桔梗原1

　　　　　高道山通y）山

　　　　　　　　　353號

程島雛霧P
　　　　　　　辛惹合センター

讐
騰

市之越

○

禦藤野

尻
鳶
書

細醐

女ロ来、￥

鷹羽

　豊厘

1〔3〕

東
田
沢

土倉

区分

第一種

凡 例

羅
常時2車線確保

第二種

錘
常時1車線確保

A種

竺
1車線確保を目標とする

B種
ブル又は雪上車による圧雪

　
　
て
の
コ

至
ヤ
い
田
＾

葎沢

倉下

員
の
指
示
に
従
い
、
機
械
に
は
絶
対

に
接
近
し
な
い
で
下
さ
い
。

子
供
さ
ん
、
お
年
寄
り
の
方
は
特
に

注
意
し
て
下
さ
い
。

○
除
雪
作
業
に
従
い
排
雪
場
所
が
必
要

　
に
な
り
ま
す
が
、
排
雪
場
所
は
各
部

　
落
で
確
保
し
て
下
さ
い
。
こ
の
場
所

　
が
確
保
で
き
な
い
場
合
は
除
雪
作
業

が
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
沿
線
関
係
者

　
に
は
特
に
ご
協
力

　
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
屋
根
の
雪
下
ろ
し

の
際
、
止
む
な
く

路
上
に
雪
を
出
さ

　
な
け
れ
ば
な
ら
な

　
い
所
は
、
必
ず
一

車
線
を
確
保
す
る

　
よ
う
各
戸
に
お
い

　
て
処
理
し
、
規
律

　
あ
る
雪
下
ろ
し
を

　
し
て
下
さ
い
。

　
今
冬
の
除
雪
、
圧
雪
計
画
が
ま
と
ま

り
ま
し
た
。
冬
期
間
の
交
通
確
保
の
た

め
次
の
点
に
御
協
力
下
さ
い
。

○
除
雪
作
業
中
は
危
険
で
す
の
で
、
係

O
除
雪
対
象
路
線
、
待
避
所
へ
の
車
の

　
駐
車
、
放
置
は
除
雪
作
業
遂
行
不
能

　
の
原
因
と
な
り
ま
す
の
で
絶
対
に
避

　
け
て
下
さ
い
。

生
徒
募
集

　
－
十
日
町
高
校

　
　
　
定
時
制
中
心
校
－

　
十
日
町
高
等
学
校
定
時
制
中
心
校
で

は
、
次
の
要
領
で
来
春
の
入
学
生
徒
を

募
集
し
ま
す
。

　
募
集
人
員
　
普
通
科
一
学
年
四
〇
名

　
願
書
受
付
　
56
年
2
月
2
日
～

　
　
　
　
　
　
　
2
月
9
日
鋤
正
午

　
出
願
手
続
　
入
学
願
書
、
受
験
票

　
　
入
学
考
査
料
（
三
千
円
〉
を
、
在

　
　
学
（
出
身
）
中
学
校
長
を
経
て
、

　
　
十
日
町
高
等
学
校
長
へ
提
出
（
中

　
学
校
で
わ
か
り
ま
す
）

人
学
試
験
日
　
3
月
16
日
㈹

そ
の
他

①
入
学
後
　
年
間
所
得
二
九
万
円

　
未
満
の
人
に
は
、
国
が
卒
業
ま
で

　
の
四
年
間
、
修
学
奨
励
金
と
し
て

　
毎
月
七
千
円
を
支
給
し
ま
す
。

②
以
前
に
中
学
校
を
卒
業
し
た
人
も

　
歓
迎
し
ま
す
。

③
学
校
生
活
な
ど
に
つ
い
て
不
明
の

　
点
は
、
十
日
町
高
校
定
時
制
中
心

　
校
へ
お
問
い
合
せ
ド
さ
い
。

　
　
（
電
話
〇
二
五
七
五
⑫

　
　
　
　
三
五
七
五
、
三
五
七
六
）

年
末
年
始
の
防
犯
運
動

　
　
　
　
に
ご
協
力
下
さ
い

　
警
察
と
防
犯
協
会
で
は
年
末
年
始
に

発
生
し
や
す
い
犯
罪
や
各
種
事
件
、
事

故
を
防
止
し
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
生
活

の
安
全
と
平
穏
を
確
保
す
る
た
め
、
次

の
こ
と
に
重
点
を
お
い
て
一
月
十
日
ま

で
防
犯
運
動
を
行
な
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
自
主
防
犯
活
動
と
ご
協
力

を
お
ね
が
い
し
ま
す
。

◇
金
融
機
関
対
象
の
強
盗
事
件
等
、

　
凶
悪
事
件
及
び
侵
入
盗
の
予
防
と
検

　
挙

◇
交
通
死
亡
事
故
の
抑
止

◇
暴
力
団
犯
罪
の
取
締
り

◇
少
年
の
非
行
防
止

◇
雑
踏
事
故
の
防
止


